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	スライド 1: 健康経営戦略マップ ・持続可能な社会の実現に貢献する企業を目指すため、2025年度までに、すべての役職員が「目指す姿」として働きがい（仕事のやりがい＋働きやすさ）を 　実感できている姿となり、2030年度には「ありたい姿」として「働きがいの向上」をDXの推進とともに実現させる。

